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CERI 有害性評価書について 

 
化学物質は、私たちの生活に欠かせないものですが、環境中への排出などに伴い、ヒト

の健康のみならず、生態系や地球環境への有害な影響が懸念されています。有害な影響の

程度は、有害性及び暴露量を把握することにより知ることができます。暴露量の把握には、

実際にモニタリング調査を実施する他に、特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管

理の促進に関する法律  (化学物質排出把握管理促進法) に基づく化学物質の排出量情報の

活用などが考えられます。  

CERI 有害性評価書は、化学物質評価研究機構 (CERI) の責任において、原版である化学

物質有害性評価書 (http://www.safe.nite.go.jp/data/sougou/pk_list.html?table_name=hyoka) を

編集したものです。実際に化学物質を取り扱っている事業者等が、化学物質の有害性につ

いて、その全体像を把握する際に利用していただくことを目的としています。 

予想することが困難な地球環境問題や新たな問題に対処していくためには、法律による

一律の規制を課すだけでは十分な対応が期待できず、事業者自らが率先して化学物質を管

理するという考え方が既に国際的に普及しています。こうした考え方の下では、化学物質

の取り扱い事業者は、法令の遵守はもとより、法令に規定されていない事項であっても環

境影響や健康被害を未然に防止するために必要な措置を自主的に講じることが求められ、

自らが取り扱っている化学物質の有害性を正しく認識しておくことが必要になります。こ

のようなときに、CERI 有害性評価書を活用いただければと考えています。 

CERI 有害性評価書は、化学物質の有害性の全体像を把握していただく為に編集したもの

ですので、さらに詳細な情報を必要とする場合には、化学物質有害性評価書を読み進まれ

ることをお勧めいたします。また、文献一覧は原版と同じものを用意し、作成時点での重

要文献を網羅的に示していますので、独自に調査を進める場合にもお役に立つものと思い

ます。 

なお、化学物質有害性評価書は、新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO) からの委

託事業である「化学物質総合評価管理プログラム」の中の「化学物質のリスク評価および

リスク評価手法の開発プロジェクト」において作成したものです。 
 
 

財団法人化学物質評価研究機構 
                              安全性評価技術研究所 
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1．化学物質の同定情報 

 
エチレングリコール 物質名 
1,2-ヒドロキシエタン、1,2-エタンジオール、 

エチレンジヒドラート、グリコールアルコール 
化学物質排出把握管理促進法 政令号番号 1-43 
化学物質審査規制法 官報公示整理番号 2-230 
CAS登録番号 107-21-1 
構造式 

 
 

HO C

H

H

C

H

H

OH

 

分子式 C2H6O2 

分子量 62.07 

 

 

2．我が国における法規制 

 
法 律 名 項  目 

化学物質排出把握管理促進法 第一種指定化学物質 
消防法 危険物第四類第三石油類 
労働安全衛生法 名称等を通知すべき有害物 
海洋汚染防止法 有害液体物質 D 類 

 

 

3．物理化学的性状 

 
項   目 特 性 値 出   典 
外 観 無色液体 IPCS, 2000a 
融 点 -13℃ Merck, 2001 
沸 点 197.6℃ Merck, 2001 
引 火 点 111℃ (密閉式)  

115℃ (開放式) 
IPCS, 2000a ; NFPA, 2002 
Merck, 2001 

発 火 点 398℃ IPCS, 2000a ; NFPA, 2002 
爆 発 限 界 3.2～15.3 vol % (空気中) 

3.2 vol % (下限界、空気中) 
IPCS, 2000a  
NFPA, 2002 

比 重 1.1135 (20℃/4℃） Merck, 2001 
蒸 気 密 度 2.14 (空気 = 1) 計算値 
蒸 気 圧 7 Pa (20℃)、30 Pa (30℃) Vershueren, 2001 
分 配 係 数 log Kow = -1.36 (測定値)、 

-1.2 (推定値) 
SRC:KowWin, 2003 

解 離 定 数 pKa = 15.1 SRC:PhysProp, 2002 
土壌吸着係数 Koc = 1 (推定値) SRC:PcKocWin, 2003 
溶 解 性 水：混和 Merck, 2001 
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項   目 特 性 値 出   典 
アセトン：混和、エーテル：難溶、

ベンゼン：不溶 
Merck, 2001 

ヘンリー定数 6.08×10-3 Pa･m3/mol (25℃、測定値) SRC:PhysProp, 2002 
換 算 係 数 
(気相、20℃) 

1 ppm = 2.58 mg/m3 
1 mg/m3 = 0.388 ppm 

計算値 

 

 

4．製造輸入量・用途情報 (表 4-1、表 4-2) 
 

表 4-1 製造・輸入量等 (トン) 
年 1999 2000 2001 2002 2003 

製造量 922,273 929,882 787,323 733,448 814,364 

輸入量  71,094  45,007  37,167  40,036  59,902 

輸出量 290,811 223,504 102,011 121,262 201,998 

国内供給量 702,556 751,385 722,479 652,222 672,268 

  出典：経済産業省 (2004)、財務省 (2005) 

 

 

表 4-2 用途別使用量の割合 

用途 割 合

(%) 
ポリエステル繊維 29 

ボトル（21%） ポリエチレンテ

レ フ タ ラ ー ト 
(PET) フィルム他（17%） 

38 合
成
原
料 工業樹脂原料 不飽和ポリエステル、アルキ

ド樹脂、ウレタン樹脂    
6 

不凍液 
飛行機の除氷液、自動車等の

冷却液・ブレーキ液、水性塗

料など 
9 

その他 

セロファンの軟化剤、写真の

現像液、染料・香料・化粧品、

農薬・シロアリ防除剤の補助

剤、窯業の成形助剤など 

18 

合計 100 
出典：製品評価技術基盤機構 (2004) 
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5．環境中運命 

5.1 大気中での安定性 (表 5-1) 

 

               表 5-1 対流圏大気中での反応性 
対 象 反応速度定数 (cm3/分子/秒) 濃 度 (分子/cm3) 半減期 

OH ラジカル 8.32×10-12 (25℃、推定値) 5×105～1×106 1～2 日 
オゾン データなし 
硝酸ラジカル データなし 

     出典：SRC, AopWin Estimation Software, ver. 1.90. (反応速度定数) 
 
 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

エチレングリコールは、加水分解を受けやすい化学結合がないので、水環境中では加水分解

されない。 

 

5.2.2 生分解性 

エチレングリコールは、好気的条件下及び嫌気的条件下で生分解されやすいと推定される。 

 

a 好気的生分解性 (表 5-2、表 5-3) 

 
表 5-2 化学物質審査規制法に基づく生分解性試験結果 

分解率の測定法 分解率 (%) 判定結果 
生物化学的酸素消費量 (BOD) 測定 90 
ガスクロマトグラフ (GC) 測定 100 
全有機炭素 (TOC) 測定 100 

良分解性 

被験物質濃度：100 mg/L、活性汚泥濃度：30 mg/L、試 験 期 間 ：2 週間 
出典：通商産業省 (1988) 通商産業公報 (1988 年 12 月 28 日) 

 

 

表 5-3 その他の生分解性試験結果 

試験方法 被試験物質 
濃度 試験期間 分解率 出  典 

馴化した都市下水由来の活

性汚泥を用いた

Zahn-Wellens 試験 (本質的

生分解性試験) 
(活性汚泥濃度 500 mg/L) 

1,300 mg/L 4 日 90% (DOC) Means & 
Anderson, 
1981 

未馴化の都市下水由来の活

性汚泥を用いた

Respirometer による試験 
(活性汚泥濃度 2,500 mg/L) 

500 mg/L 24 時間 40% 
(BOD) 

Gerhold & 
Malaney, 1966 
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この他にもエチレングリコールの好気的な生分解性試験の結果があり (Bridie et al., 1979 ; 

Environmental Canada, Health Canada, 2000 ; IPCS, 2000b ; McGahey and Bouwer, 1992)、容易に生

分解されることが示されている。 

生分解性に関する総説があり、未馴化の微生物を用いた場合のエチレングリコールの分解半

減期は、好気的な条件下では 2～12 日としている (Howard et al., 1991)。 

好気的な条件下での生分解経路としては、グリコール酸、グリオキサール酸を経て二酸化炭

素と水に到る経路が考えられている (Willetts, 1981）。 

 

ｂ 嫌気的生分解性 (表 5-4) 

 

表 5-4 嫌気的生分解性試験結果 
試験方法 被試験物質濃度 試験期間 分解率 出  典 

都市下水由来の消化汚泥に含まれ

るメタン発酵菌を馴化させてから

用いた試験 
(活性汚泥濃度 100 mg/L) 

2,482 mg/L 52 時間 100 % 
(GC) 

Dwyer & Tiedje, 
1983 

 

 

この他にもエチレングリコールの嫌気的な生分解性試験結果  (Battersby and Wilson, 1989 ; 

Hovious et al., 1973 ; Loekke, 1984) があり、生分解されることが示されている。 

また、生分解性に関する総説があり、未馴化の微生物を用いた場合のエチレングリコールの

分解半減期は、嫌気的な条件下では 8～48 日としている（Howard et al., 1991）。 

生分解経路としては、アセトアルデヒドを経由して、酢酸とエタノールに変換され、最終的

にはメタンに到る経路が考えられる（Dwyer and Tiedje, 1983）。 

 

5.3 環境水中での動態 

エチレングリコールは、水には混和し (20℃)、蒸気圧が 7 Pa (20℃) であり、ヘンリー定数が

6.08×10-3 Pa･m3/mol (25℃) であるので (3 章参照)、水中から大気への揮散性は低いと推定され

る。 

エチレングリコールの土壌吸着係数 (Koc) の値は 1 (3 章参照) であるので、水中の懸濁物質

及び底質には吸着され難いと推定される。一方、解離定数 (pKa) は 15.1 (3 章参照) であり、一

般的な環境水中では水酸基は解離しないので、懸濁物質及び底質に含まれるフミン物質 (腐植

物質の主成分) のアミノ基やイミノ基などとの結合は考え難い。 

以上のこと及び 5.2 の結果より、環境水中にエチレングリコールが排出された場合は、容易

に生分解により除去され、大気中への揮散による除去はほとんどないと推定される。 

 

5.4 生物濃縮性 (表 5-5) 

エチレングリコールの水生生物への濃縮性は低いと推定される。 
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表 5-5 濃縮試験結果 

生物種 濃度 
(mg/L) 

試験期間 
(日) 

生物濃縮係数 
(BCF) 出典 

ゴールデンオルフェ 不明 不明 10 Freitag et al., 1985 
ザリガニ 不明 不明 0.27 Khoury et al., 1993 

 

 

6．環境中の生物への影響 

6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 藻類及び水生植物に対する毒性 (表 6-1) 

藻類及び水生植物の生長阻害を指標とした急性毒性値はいずれも 1,000 mg/L を超えている。

急性毒性の最小値はセレナストラムの 96 時間 EC50 の 7,900 mg/L であった (Ward et al., 1992)。

また、セレナストラムの生長阻害を指標とした 72 時間 EC50 (バイオマス及び生長速度) は 1,000 

mg/L 超であった (環境省, 2002a)。また、NOEC については、セレナストラムの生長阻害を指標

とした 72 時間 NOEC (バイオマス及び生長速度) の 1,000 mg/L であった (環境省, 2002a)。 

 

表 6-1 エチレングリコールの藻類及び水生植物に対する毒性試験結果 

生物種 
試験法/ 
方式 

温度 
(℃) 

エンドポイント 
濃度 

(mg/L) 
文献 

淡水 
OECD 

201 
止水 

23  
72 時間 EC50 

24-48 時間 EC50 

24-72 時間 EC50 

0-72 時間 EC50
2) 

72 時間 NOEC 
24-48 時間 NOEC 
24-72 時間 NOEC 
0-72 時間 NOEC2) 

生長阻害 
ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度 
生長速度 
生長速度 
ﾊﾞｲｵﾏｽ 
生長速度 
生長速度 
生長速度 

 
> 1,000 
> 1,000 
> 1,000 
> 1,000 
1,000 
1,000 
1,000 
1,000 
(a, n) 

環境省, 2002a 

止水 ND 96 時間 EC80 生長阻害 22,300 Dill et al., 1982 

Selenastrum 
capricornutum1) 

(緑藻、ｾﾚﾅｽﾄﾗﾑ) 

止水 ND 48 時間 EC50 
72 時間 EC50 
96 時間 EC50 
336 時間 EC50 

生長阻害 13,100 
< 6,400 
7,900 

18,200 

Ward et al., 1992 

Scenedesmus 
quadricauda 
(緑藻、ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ) 

止水 
閉鎖系 

27 8 日間毒性閾値 3) 生長阻害 > 10,000 
(n) 

Bringmann & Kuhn, 
1977a, 1978 

Microcystis 
aeruginosa 
(藍藻、ﾐｸﾛｼｽﾃｨｽ) 

止水 
閉鎖系 

27 8 日間毒性閾値 3) 生長阻害 2,000 
(n) 

Bringmann & Kuhn, 
1976, 1978 

Lemna minor 
(双子葉植物、ｺｳｷ

ｸｻ) 

ND ND 96 時間 EC25 
96 時間 EC50 

生長阻害 
 

17,120 
47,750 

Pillard & Dufresne, 
1999 

ND: データなし、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であったので設定濃度により表示、(n): 
設定濃度、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 
1) 現学名: Pseudokirchneriella subcapitata、2) 文献をもとに再計算した値、3) 対照区と比較して 3％の影響

を与える濃度 (EC3) 
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6.1.2 無脊椎動物に対する毒性 (表 6-2) 

淡水及び海産種の無脊椎動物に対する急性毒性値 (24～96 時間) の大部分は 10,000 mg/L を

超えていた。急性毒性の最小値はオオミジンコに対する 48 時間 LC50 の 14,828 mg/L であった 

(Hartwell et al., 1995)。長期毒性としては、オオミジンコの繁殖を指標とした 21 日間 NOEC の

100 mg/L であった (環境省, 2002c)。また、ネコゼミジンコの 7 日間試験での Chronic value 

(NOEC と LOEC の幾何平均濃度) が繁殖及び致死どちらの指標でも 4.20 mg/L という報告があ

る (Masters, et al., 1991)。しかし､この報文の共著者に確認したところ、単位の誤記載 (記載 mg/L

→正 g/L) の可能性が高いとの回答であったため､この試験結果は信頼性が低いと判断した。 

 

表 6-2 エチレングリコールの無脊椎動物に対する毒性試験結果 

生物種 
大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント

濃度 
(mg/L) 

文献 

淡水 
OECD 

202 
GLP

止水 

20.0-
20.2

ND 8.0-
8.3

48 時間 EC50 

遊泳阻害 
>1,120 

(m) 
環境省, 
2002b 

ふ化後

24 時間

以内 

OECD 
211 
GLP 

半止水 

20.3-
20.8

225-286 7.2-
8.1

21 日間 EC50 
21 日間 NOEC 
繁殖 

>100 
100 

(a, n) 

環境省, 
2002c 

ND U.S. 
EPA 
止水 

21±2 ND 7.2 48 時間 LC50 14,828 Hartwell et 
al., 1995 

ND OECD 
202 
止水 

ND ND ND 48 時間 LC50 74,400 Calleja et 
al., 1994 

幼生 止水 
 

19.8-
20.9

157 7.7-
9.9

48 時間 LC50 41,000- 
51,000 

Gersich et 
al., 1986 

20.1-
21.0

8.0-
8.6

46,300 
(n) 

Daphnia magna  
(甲殻類、 
ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

幼生 ASTM1) 
止水 

24.1-
24.8

159.6 

8.2-
8.5

48 時間 LC50 

51,100 
(n) 

Cowgill et 
al., 1985 

20.4-
20.9

8.1-
8.7

25,800 
(n) 

幼生 ASTM1) 
止水 

24.1-
24.7

90.3 

8.2-
8.6

48 時間 LC50 

10,000 
(n) 

Cowgill et 
al., 1985 

7.6-
8.3

48 時間 LC50 
 

34,400 
 

Ceriodaphnia 
dubia 
(甲殻類、 
ﾈｺｾﾞﾐｼﾞﾝｺ属の

一種) 生後 
24 時間

以内 

U.S. 
EPA 

半止水 

25 86 

7.5-
8.3

14 日間 IC25 
14 日間 NOEC 
致死 
14 日間 NOEC 
繁殖 
IC25 

12,310 
24,000 

 
8,590 

 
(n) 

Pillard, 
1995 
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生物種 
大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント

濃度 
(mg/L) 

文献 

ND ND ND ND ND 7 日間 NOEC 
致死 
7 日間 NOEC  
繁殖 
7 日間 LOEC 
致死 
7 日間 EC25  

繁殖 
7 日間 EC25 

繁殖 

25,950 
 

3,469 
 

3,950 
 

9,226 
 

16,315 

Beak 
Consultants, 
1995a  

生後 
4 日 
以内 

4 日間 CV2) 
繁殖 
4 日間 CV2) 
致死 

4.20 
 

> 6 
 

生後 
24 時間

以内 

半止水 25 169 7.8-
8.2

7 日間 CV2) 
繁殖 
7 日間 CV2) 
致死 

4.20 
 

4.20 
(n) 

Masters et 
al., 1991 

海水 
12 mm 止水 

閉鎖系 
24.5 ND ND 24 時間 LC50 > 20,000 Price et al., 

1974 
Artemia salina 
(甲殻類、 
ﾌﾞﾗｲﾝｼｭﾘﾝﾌﾟ) ND ND ND ND ND 24 時間 LC50 180,420 Calleja et 

al., 1994 
Crangon 
crangon 
(甲殻類、 
ﾌﾞﾗｳﾝｼｭﾘﾝﾌﾟ、

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ科) 

ND 半止水 ND ND ND 96 時間 LC50 50,000 Blackman, 
1974 

ND: データなし、(m): 測定濃度、(n): 設定濃度、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であった

ので設定濃度により表示、閉鎖系: 試験容器や水槽にフタ等をしているが、ヘッドスペースはある状態 
1) 米国材料試験協会 (American standard for testing and methods) テストガイドライン、2) Chronic value: NOEC
と LOEC の幾何平均濃度 

 

 

6.1.3 魚類に対する毒性 (表 6-3) 

エチレングリコールの淡水及び海水魚類に対する急性毒性値 (96 時間 LC50) の大部分は

10,000 mg/L を超えていた。急性毒性の最小値はニジマスに対する 96 時間 LC50 が 17,800 mg/L

であった (Mayer and Ellersieck, 1986)。長期毒性については、ファットヘッドミノーのふ化仔魚

期から暴露した試験で、成長を指標とした 7 日間 NOEC が 12,531 mg/L 及び 15,380 mg/L (Beak 

Consultants, 1995a; Pillard, 1995)、ニジマスのふ化仔魚期から暴露した試験で、致死及び成長を

指標とした 12 日間 NOEC が 14,692 mg/L であった (Beak Consultants, 1995a)。 
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表 6-3 エチレングリコールの魚類に対する毒性試験結果 

生物種 
大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント

濃度

(mg/L) 
文献 

淡水 
ND U.S. 

EPA, 
ASTM1) 
止水 

ND ND ND 96 時間 LC50 >10,000 Conway et 
al., 1983 

9.5 mm
10-15 
日齢 

53,000 
(n) 

14.9 mm
30-35 
日齢 

49,000 
(n) 

28 mm 
60-100 
日齢 

ASTM1) 
止水 

21-23 96-125 7.2-
8.5 

96 時間 LC50 

57,000 
(n) 

Mayes et al., 
1983 

7 日齢 7.3-
8.3

48 時間 LC50 
96 時間 LC50 

96 時間 NOEC 

81,950 
72,860 
39,140 

(n) 
ふ化 24
時間以内

U.S. 
EPA 

半止水 

25 86 

7.4-
8.2

7 日間 EC25 
7 日間 NOEC 
致死 
7 日間 NOEC 
成長 

22,520 
32,000 

 
15,380 

 
(n) 

Pillard, 1995

Pimephales 
promelas  
(ﾌｧｯﾄﾍｯﾄﾞﾐﾉｰ) 

ふ化仔魚 ND ND ND ND 7 日間 NOEC 
成長 
7 日間 LOEC 
成長 
7 日間 IC25 

成長 
7 日間 IC50 

成長 
7 日間 NOEC 
致死 
7 日間 LOEC 
致死 
7 日間 LC50 

12,531 
 

24,569 
 

24,806 
 

37,318 
 

24,569 
 

51,866 
 

47,322 

Beak 
Consultants, 
1995a  

Oryzlas latipes 
(ﾒﾀﾞｶ) 

2.2 cm 
0.17 g 

OECD 
203 
GLP 

半止水 

23.9-
24.0

ND 7.2-
7.8

96 時間 LC50 > 100  
(a, n) 

環 境 省 , 
2002d 

Poecilia 
reticulata 
(ｸﾞｯﾋﾟｰ) 

2-3 か月

齢 
半止水 
助剤 2) 

20±1 25 ND 168 時間 LC50 49,300 
(n) 

Konnemann, 
1981 

0.2 g 止水 18 44 7.1 96 時間 LC50 >11,130 
(n) 

Mayer & 
Ellersieck, 
1986 

Lepomis 
macrochirus 
(ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ) 

4 cm 
0.85 g 

止水 21 250-270 7.5 96 時間 LC50 27,540 
(n) 

Khoury et 
al., 1990 

Oncorhynchus 
mykiss 

ND ND ND ND ND 96 時間 LC50 >18,000  Jank et al., 
1974 
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生物種 
大きさ/
成長段階

試験法/ 
方式 

温度

(℃)
硬度 

(mg CaCO3/L)
pH エンドポイント

濃度

(mg/L) 
文献 

1.1 g 止水 12 44 7.4 96 時間 LC50 17,800 
(n) 

Mayer & 
Ellersieck, 
1986 

ND ND ND ND ND 96 時間 LC50 22,810 

ふ化仔魚 ND ND ND ND 12 日間 LOEC 
12 日間 NOEC 
致死、成長 

28,333 
14,692 

Beak 
Consultants,
1995a 

(ﾆｼﾞﾏｽ) 

ND ND ND ND ND 96 時間 LC50 50,800 
 

Wards et al., 
1992 

Carassius 
auratus 
(ｷﾝｷﾞｮ) 

6.2 cm 
3.3 g 

APHA3) 
止水 

20±1 ND 6-8 24 時間 LC50 >5,000 
(m) 

Bridie et al., 
1979 

海水 
Cyprinodon 
variegatus 
(ｼｰﾌﾟｽﾍｯﾄﾞﾐﾉ
ｰ) 

ND ND ND ND ND 96 時間 LC50 27,600 
 

Wards et al., 
1992 

ND: データなし、(m): 測定濃度、(n): 設定濃度、(a, n): 被験物質の測定濃度が設定値の±20%以内であった

ので設定濃度により表示 
1) 米国材料試験協会 (American standard for Testing and Methods) テストガイドライン、2) 有機溶剤、3) 米国

公衆衛生協会 (American Public Health Association) テストガイドライン 

 

 

6.2 環境中の生物への影響 (まとめ) 

エチレングリコールの環境中の生物への影響については、致死、遊泳阻害、生長 (成長) 阻

害、繁殖などを指標に検討が行われている。 

藻類及び水生生物に対する多くの急性毒性値 (72～96 時間) は 1,000 mg/L を超えており、

GHS急性毒性有害性区分に該当しない。最小値はセレナストラムの生長阻害試験で 96時間EC50

の 7,900 mg/L であり、GHS 急性毒性有害性区分に該当しない。また長期毒性と考えられる 72

又は 96 時間の NOEC は、セレナストラムの生長阻害を指標とした 72 時間 NOEC (バイオマス

及び生長速度) の 1,000 mg/L であった。 

無脊椎動物に対する急性毒性値 (24～96 時間) の大部分は 10,000 mg/L を超えており、GHS

急性毒性有害性区分に該当しない。最小値は、オオミジンコに対する 48 時間 LC50の 14,828 mg/L

であった。長期毒性としては、オオミジンコの繁殖を指標とした 21 日間 NOEC の 100 mg/L で

あった。 

魚類の急性毒性については、ファトヘッドミノー、ブルーギル、シープスヘッドミノー等の

報告がある。それらの急性毒性値 (96 時間) の大部分は 10,000 mg/L を超えており、GHS 急性

毒性有害性区分に該当しない。最小値は、ニジマスに対する 96 時間 LC50 の 17,800 mg/L であ

った。長期毒性については、ファットヘッドミノーのふ化仔魚期から暴露した試験で、成長を

指標とした 7 日間 NOEC が 12,531 mg/L 及び 15,380 mg/L、ニジマスのふ化仔魚期から暴露した

試験で、致死及び成長を指標とした 12 日間 NOEC が 14,692 mg/L であった。 

 

以上から、エチレングリコールの水生生物に対する急性毒性は、いずれの水生生物に対して
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も 100 mg/L を超えており、GHS 急性毒性有害性区分に該当せず、藻類、甲殻類及び魚類のい

ずれに対しても有害性を示す可能性は小さい。長期毒性についての NOEC は、藻類では 1,000 

mg/L、甲殻類では 100 mg/L、魚類では 12,531 mg/L である。 

得られた毒性データのうち水生生物に対する最小値は、甲殻類であるオオミジンコの繁殖を

指標とした 21 日間 NOEC の 100 mg/L である。 

 

 

7．ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 (図 7-1)  

ラットにエチレングリコールを単回経口投与した場合の血液中の濃度は、投与後 1～2 時間で

最高濃度に達し、12 時間後にはほとんど消失する。ラット皮膚への閉塞適用では、約 30%が吸

収され、マウスでは 80～90%が吸収された。in vitro でのヒト皮膚の平均吸収率及び吸収速度は

26.6％及び 0.09μg/cm2/時間であった。エチレングリコールは肝臓及び腎臓でグリコールアルデ

ヒドに酸化され、グリコール酸、グリオキシル酸、シュウ酸へと酸化される。 

ヒトでは、摂取 48 時間後には、尿中や組織中にエチレングリコールを検出できず、比較的早

く体内変化する。血清中での半減期は子供で 2.5 時間、大人では 3.0～8.4 時間と推定される。 

ラット・マウスに経口投与した試験での主な排泄経路は呼気であり、次いで尿中である。 
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                エチレングリコール 

    (CH2OH―CH2OH) 

      アルコール脱水素酵素 

 

    グリコールアルデヒド 

アルデヒド脱水素酵素  (CH2OH―CHO) 

 

  

  グリコール酸      グリオキザール 

 (CH2OH―COOH)      (CHO―CHO) 
グリコール酸酸化酵素 又は 

乳酸脱水素酵素 

    グリオキシル酸    

    (CHO―COOH) 

 

  蟻 酸      シュウ酸   グリシン 

  (HCOOH)   (HOOC―COOH)   (NH2-CH2-COOH) 

 

  二酸化炭素   シュウ酸カルシウム   

  (CO2)     (Ca(COO)2) 

 

図 7-1 エチレングリコールの代謝経路図 (Carney, 1994 より) 

 

 

7.2 疫学調査及び事例 

エチレングリコールはヒトで多量摂取されると中枢神経系に影響を及ぼす。ヒトの致死量は、

誤飲や飲料水への混入による死亡例から、1.56 g/kg (大人で 111 g/人) と推定されている。死因

は急性の中枢神経系の機能不全及び腎臓障害によるとされている。ボランティアによる蒸気吸

入暴露試験では、55 ppm で喉、及び上気道ヘ刺激があり、79 ppm 以上では痛みが激しく耐え

られなかったと報告されている。 

 

7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 (表 7-1) 

経口投与での LD50 は、マウスで 8,350 mg/kg、ラットで 4,000～10,020 mg/kg、モルモットで

6,610 mg/kg、イヌで 7,350 mg/kg、ネコでは 1,650 mg/kg である。経皮投与での LD50 は、ウサギ

で 10,600 mg/kg である。 

主な毒性症状としては、投与量に相関した中枢神経抑制作用があり､多量投与では、昏睡、麻

痺、運動失調を示し死に至る。また、頻脈、頻呼吸、気管支肺炎、肺浮腫、うっ血性心不全、
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代謝性アシドーシスが起こる。病理組織学的にはシュウ酸カルシウム結晶沈着による腎尿細管

上皮の変性、間質性水腫、腎皮質の出血性壊死がみられる。 

 

表 7-1 エチレングリコールの急性毒性試験結果 
 マウス ラット ウサギ モルモット イヌ ネコ 

経口LD50 
(mg/kg) 

8,350  4,000-10,020 ND 6,610 7,350 1,650 

吸入LC50 
(mg/L) 

ND ND ND ND ND 0.5 (25℃飽和)6
時間/日×5 日で

全て生存 
経皮LD50 
(mg/kg) 

ND ND 10,600  ND ND ND 

皮下LD50 
(mg/kg) 

5,000 5,300 ND ND ND ND 

筋肉内LD50 
(mg/kg) 

 4,400-5,500 5,500-6,600 ND ND ND 

腹腔内LD50 
(mg/kg) 

5,000 6,460 ND ND ND ND 

静脈内LD50 
(mg/kg) 

3,340 2,200-2,800 4,400-5,000 ND ND ND 

ND; データなし 
出典：Berezhnoi, 1982; Clark et al., 1979； Flury and Wirth, 1933; Hanzlik et al., 1931; Karel et al., 1947; 
Kersting and Nielsen, 1966; Koleva, 1976; Latven and Molitor, 1939; Marshall et al., 1979; Mason et al., 1971; 
Peterson et al., 1963; Smyth et al., 1941 

 

 

7.3.2 刺激性及び腐食性  

ウサギ、モルモットを用いた皮膚刺激性試験では、エチレングリコールには軽度（mild）の

皮膚刺激性がみられている。 

ウサギにおけるエチレングリコール (液体及び蒸気) の眼に対する刺激性試験では、永久的

な角膜損傷はなく、ごく軽度の結膜への刺激がみられている。 

 

7.3.3 感作性  

調査した範囲内では、エチレングリコールの感作性に関する試験報告は得られていない。 

 

7.3.4 反復投与毒性 (表 7-2) 

エチレングリコールの反復投与毒性については、マウス、ラット、ウサギを用いた経口投与

試験、マウス、ラット、モルモット、ウサギ、サル、イヌを用いた吸入暴露試験が行われてい

る。経口経路では、腎臓、肝臓への影響がみられている。吸入暴露では、接触部位への刺激性

に起因する炎症性変化がみられているが、吸入暴露での NOAEL は得ることができなかった。 

雌雄の F344 ラットにエチレングリコールを 0、40、200、1,000 mg/kg/日含む飼料を 2 年間与

えた発がん性試験で、200 mg/kg/日以上の投与群の雌雄に尿中シュウ酸塩の結晶の排出、雌に

肝臓の脂肪変性及び単核細胞浸潤がみられた。1,000 mg/kg/日投与群での雄は、2 年間の試験期

間を待たず、475 日ですべて死亡した。死因は腎臓でのシュウ酸塩結晶沈着に基づく腎障害で

あった。雄には、赤血球数、ヘマトクリット値、及びヘモグロビンの減少、血中クレアチニン、
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及び尿素窒素の増加、尿量の増加､腎臓の絶対及び相対重量の増加､肝臓の絶対及び相対重量の

減少、病理組織学的には､腎臓の糸球体の萎縮､尿細管の拡張、尿細管上皮の過形成及び間質の

炎症性変化を伴う慢性腎炎が見られた。雌では、腎臓重量の増加、腎臓へのシュウ酸塩の沈着

と肝臓の脂肪変性及び単核細胞浸潤がみられた (De Pass et al., 1986a)。本評価書では、この試

験における NOAEL を雌雄の腎臓障害に基づく尿中シュウ酸塩の結晶の排出を指標とした 40 

mg/kg/日と判断する。 

 

表 7-2 エチレングリコールの反復投与毒性試験結果 
動物種・性

別・週齢 
投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

マウス 
B6C3F1 
雌雄各 10
匹/群 

経口 
(混餌) 

13 週間 0、3,200、6,300、12,500、
25,000、50,000 ppm (飼料

中)  

雄 25,000 ppm 以上 
 腎症､肝細胞の小葉中心性硝子様変性 
雌 3,200 ppm 以上 
 摂餌量の増加 

U.S. NTP, 
1993 

マウス 
B6C3F1 
雌雄各 10
匹/群 

経口 
(混餌) 

13 週

間 
0、0.32、0.63、1.25、
2.5、5.0%飼料中 (0、
500、1,000、1,900、
3,800、7,500 mg/kg/日
相当) 

2.5%以上 
雄：腎尿細管上皮の細胞変性、肝臓の

小葉中心性の硝子様変性及び線維

化 
5% 

雌：腎尿細管上皮の細胞変性、肝臓の

小葉中心性の硝子様変性及び線維

化 
NOAEL 

雄：1.25% (1,900 mg/kg/日相当) 
雌：2.5% (3,800 mg/kg/日相当) 

Melnick, 
1984 

マウス 
B6C3Ｆ1 
マウス 
雌雄各 
60 匹/群 

経口 
(混餌) 

103 週 雄 
0、6,250、12,500、25,000 
ppm・飼料中(0、1,500、
3,000、6,000 mg/kg/日
相当) 
 
雌 
 0、12,500、25,000 
50,000 ppm・飼料中(0、
3,000、6,000、12,000 
mg/kg/日相当) 

雄 
 12,500 ppm 以上 
  肝細胞硝子様変性 
  25,000 ppm 
  尿細管、尿道、膀胱にシュウ酸結晶

沈着 
雌 
 1,2500 ppm 以上 
  肺動脈中膜細胞過形成 
 50,000 ppm 
  肝細胞硝子様変性 
 
NOAEL: 雄 6,250 ppm (1,500 mg/kg/日相

当) 
LOAEL: 雌 12,500 ppm (3,000 mg/kg/日

相当) 

U.S. NTP,
1993 

マウス 
CD-1 

雌雄各 80
匹/群 

経口 
(混餌) 

2 年間 0、40、200、1,000 
mg/kg/日 

非腫瘍性変化 
1,000 mg/kg/日まで 
 投与による影響なし 
 

De Pass 
et al., 
1986a 
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動物種・性

別・週齢 
投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

ラット 
雄 

経口 
(強制) 

6 日間 2 mL/kg/日(約 2,200 
mg/kg/日) 
 
 
 
 

2 mL/kg/日 
腎臓のシュウ酸カルシウム沈着に関連

する尿中カルシウムの増加､及び燐酸

の減少、 
骨中のカルシウム、リン酸塩移動に伴

う腎毒性症の結果としての低カルシウ

ム血症、高アルカリホスファターゼ血

症 

Rajagopal 
et al., 
1977  

ラット 
SD 

雌雄各

10/群 

経口 
(混餌) 

10 日

間 
0、0.5、1.0、2.0、4.0 %(0、
554、1,108、2,216、4,432 
mg/kg/日相当) 
 
 
 
 

2%以上 
腎臓尿細管拡張､管内にタンパク様物

質及びシュウ酸カルシウム結晶沈着､

尿細管上皮の変性及び壊死 
4% 

体重減少、ヘモグロビン、ヘマトクリ

ット値、赤血球数、白血球数の減少 

Robinson 
et al., 
1990 

ラット 
Wistar 
雌、雄 
 

経口 
(強制) 

4 週間 0、2,000 mg/kg/日  2,000 mg/kg/日 (雌、雄) 
腎臓相対重量の増加 
腎臓への影響（変色、結晶沈着） 

 尿中シュウ酸カルシウム増加 

Schladt et 
al., 1998

ラット 
F344/N 
雌、雄 
各 10 匹 

経口 
(混餌) 

13 週

間 
0、0.32、0.63、1.25、
2.5、5.0%飼料中 (0、
200、400、900、1,800、
3,500 mg/kg/日相当) 
 
 
 
 

2.5%以上 
雄： 血中尿素窒素の増加 
雌： 腎臓相対重量の増加 

5% 
雄： 死亡率増加、脳への結晶沈着、腎

臓相対重量増加、腎臓病理組織学

的変化、血中尿素窒素の増加、ネ

フローゼ 
雌： 腎臓相対重量増加 
 
NOAEL：1.25% (飼料中) (900 mg/kg/日

相当) 

Melnick, 
1984 

ラット 
SD 

雌雄各 10
匹/群 

 
 
 
 

経口 
(飲水) 

90 日

間 
0、227、554、1,108、
2,216 mg/kg/日 

1,108 mg/kg/日以上 
 雄：腎臓尿細管の拡張、尿細管上皮の変

性、尿細管及び腎盂中のシュウ酸カ

ルシウム沈着 
2,216 mg/kg/日 
 雄、雌：体重増加抑制、死亡 
 
 NOAEL 
  雄 ： 554 mg/kg/日 (腎臓障害) 
  雌 ：1,108 mg/kg/日 (体重増加抑制、

死亡) 

Robinson 
et al., 
1990 

ラット 
Wistar 

雌、雄 
各 15 匹/

群 
 
 
 
 

経口 
(混餌) 

16 週

間 
0、0.05、0.1、0.25、1.0%

飼料中 
雄 ： 0、35、71、180

715 mg/kg/日相

当 
雌 ： 0、38、85、185 

1,128 mg/kg/日
相当 

0.25%以上 
雄：腎臓尿細管の損傷 

 
1.0% 

雌雄：腎臓障害 (尿細管の拡張、タン

パク円柱、シュウ酸カルシュウ

ム結晶沈着) 
ＮOAEL:  
雄： 0.1% (71 mg/kg/日相当) 
雌： 0.25% (185 mg/kg/日相当) 

Gaunt et 
al., 1974
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動物種・性

別・週齢 
投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

ラット 
F 344 
雌雄各

130 匹/群  

経口 
(混餌) 

 

2 年間 0、40、200、1,000 
mg/kg/日 

非腫瘍性変化 
200 mg/kg/日以上 
 雌雄：尿中へのシュウ酸塩結晶排出 
 雌：肝臓の脂肪変性と単核細胞浸潤 
      
1,000 mg/kg/日 
 雄 

 死亡率の増加（475 日までにすべて死

亡、死因はシュウ酸塩沈着による腎不

全） 

 体重増加抑制、摂水量増加、赤血球数・

ヘマトクリット値・ヘモグロビンの減

少、血中クレアチニン・尿素窒素の増

加、尿量増加、腎臓の絶対及び相対重

量増加、肝臓の絶対及び相対重量減少、

腎臓の糸球体萎縮、尿細管の拡張、尿

細管上皮の過形成、慢性腎炎 
雌 
 腎臓重量増加、腎臓へのシュウ酸塩結

晶沈着  
 肝臓の脂肪変性と単核細胞浸潤 
 

NOAEL:  40 mg/kg/日 (本評価書の判

断) 

De Pass 
et al., 
1986a 

ラット 
SD 

雌雄各 16
匹/群 

 
 
 
  

経口 
(混餌) 

2 年間 0、0.1、0.2、0.5、1.0  
4.0% 
(0、50、100、250、500、
2,000 mg/kg/日相等) 
 

0.5% 以上 
 腎臓尿細管上皮細胞質内へのシュウ酸

カルシウム塩の結晶沈着 
1.0%以上 
 雄、雌：体重増加抑制、摂水量の増加、 
 雄  ：死亡率増加、タンパク尿、腎

臓石灰沈着 
4% 
 雌  ：18 か月ですべて死亡、タンパ

ク尿、腎臓石灰沈着 
 雄  ：6 か月ですべて死亡 

Blood, 
1965 

ウサギ 
NZ W 

経口 
(飲水) 

3 か月 4g/日 
 
 
 
 

腎臓及び肝臓へのシュウ酸カルシウム

塩の結晶の沈着 
網膜電図検査による網膜の明暗反応活

性の減退、網膜神経節細胞及び網膜内

層に複屈折結晶の沈着 

Rossa & 
Weber, 
1990  

マウス 
20匹/群 

吸入 
 

8時間 /
日 
5日/週
16週間

大気中飽和濃度 
平均 391mg/m3 

3/20 死亡 
病理解剖では暴露に関連する異常所見

なし。  

Wiley et 
al., 1936

ラット 
10匹/群 

吸入 
 

8時間 /
日 
5日/週
16週間

大気中飽和濃度 
平均 391mg/m3 

1/10 死亡 
病理解剖では暴露に関連する異常所見

なし。  

Wiley et 
al., 1936

ラット 
SD & 
Long 
Evans 

15匹/群 

吸入 
 

90日間 12 mg/m3 1/15 死亡(死因未記載) 
 対照に較べ肺に炎症性変化  
 2 匹：角膜混濁による失明（暴露開始 8
日以内に発生） 

Coon et 
al., 1970
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動物種・性

別・週齢 
投与方

法 
投与期

間 
投与量 結    果 文献 

モルモッ

ト 
Princeton 
15匹/群  

吸入 
 

90日間 12 mg/m3 3/15 死亡(死因未記載) 
 対照に較べ肺に炎症性変化 

Coon et 
al., 1970

ウサギ 
New 

Zealand 
albino 
雄 3匹/

群 

吸入 
 

90日間 12 mg/m3 1/3 死亡(死因未記載) 
 対照に較べ肺に炎症性変化 
眼の刺激と浮腫（暴露開始 8 日以内に

発生） 

Coon et 
al., 1970

リスサル 
雄 3匹/

群  

吸入 
 

90日間 12 mg/m3 対照に較べ肺に炎症性変化 Coon et 
al., 1970

イヌ 
ビーグル 
雄 2匹/

群  

吸入 
 

90日間 12 mg/m3 対照に較べ肺に炎症性変化 Coon et 
al., 1970

 

 

7.3.5 生殖・発生毒性 (表 7-3) 

エチレングリコールの生殖発生毒性については、ラットを用いた三世代経口投与試験、妊娠

したマウス、ラット及びウサギに経口投与、吸入暴露及び経皮投与した試験が行われている。 

雌雄の ICR マウス (各 20 匹/群) にエチレングリコールを 0、0.25、0.5、1.0% (w/v) (0、410、

840、1,640 mg/kg/日相当) 含む水を 14 週間与えた後、同群の雌雄で交配させた試験で、最高投

与量の 1.0% 投与群で交配ペアーあたりの F1 胎児数の減少、同腹あたりの生存 F1 胎児数の減少

が見られた。また F1 に顔面異常、頭蓋サイズの縮小がみられた。0.5 %及び 0.25% 投与群では

有意差の見られる項目はなかった。交配ペアーあたりの F1 胎児数の減少、同腹あたりの生存

F1 胎児数の減少、F1 の顔面異常、頭蓋サイズの縮小を指標とし、生殖毒性における NOAEL を

0.5% (840 mg/kg/日相当) としている (Lamb et al., 1985)。 

雌の ICR マウス (22～27 匹/群) にエチレングリコール 0、50、150、500、1,500 mg/kg/日を妊

娠 6～15 日目に強制経口投与し、妊娠 18 日目に帝王切開した試験で、1,500 mg/kg/日投与群で

母動物に体体重の減少と胎児に椎弓・椎弓癒着、肋骨と肋骨の癒着、過剰肋骨がみられた。500 

mg/kg/日投与群では胎児に過剰肋骨のみがみられた。著者らはこの 500 mg/kg/日における過剰

肋骨の発生は、1,500 mg/kg/日でみられる骨格異常の変異の先行指標ととらえており、発生毒性

の NOAEL を 150 mg/kg/日としている (Neeper-Bradley et al., 1995)。 

 

表 7-3 エチレングリコールの生殖・発生毒性試験結果 
動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

マウス 
ICR雌雄 
各20匹/群 

 
 

経口

(飲水) 
14週間 0、0.25、0.5、

1.0 %(0、410、
840、1.640 
mg/kg/日相当）

1% 
 交配ペアーあたりの F1 胎児数減少、同腹

あたりの生存 F1 胎児数減少、F1 の顔面、

頭蓋異常 
 
NOAEL(生殖・発生毒性 )： 0.5% (840 

Lamb et al., 
1985 
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動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

mg/kg/日相当) 
ラット 
F344 

雌20匹/群 
雄10匹/群 

 

経口 
(混餌) 

3世代投与 
(F1、Ｆ2の雌20
匹、雄10匹をラ

ンダムに選択

し、生後約100
日で交配 

0、 40、 200、
1,000 mg/kg/日

各投与量の F2 の親と F3 の児各 5 匹を剖検 
 

投与による影響なし 

De pass et 
al., 1986b

マウス 
ICR雌 

50匹/群 

経口 
(強制) 

妊娠7-14日 0、11,090 
mg/kg/日 
(約 LD10) 
 

11,090 mg/kg/日 
胎児：同腹あたりの生存胎児数減少、胎

児体重低値、胎児の体重増加抑制、

胎児の誕生 3 日までの生存率減少 

Schuler et 
al., 1984 

マウス 
ICR雌 

22-27匹/群 
 
 
 
 

経口 
(強制) 

妊娠6-15日 0、50、150、500、
1,500 mg/kg/日

妊娠 18 日目に帝王切開 
  500 mg/kg/日以上  
   胎児：過剰肋骨 

1,500 mg/kg/日 
   母動物：体重減少  
  胎児：椎弓・椎弓癒着、肋骨・肋骨癒着、

過剰肋骨 
      

 NOAEL： 母動物 500 mg/kg/日 
胎児 150 mg/kg/日 

Neeper-Bradl
ey et al., 

1995 

マウス 
ICR雌 

20匹/群 

経口 
(強制) 

妊娠6-15日 
 

0、750、1,500
3,000 mg/kg/日

妊娠 17 日目に帝王切開 
母動物 
 1,500 mg/kg/日以上 
  体重増加抑制、肝臓絶対重量の減少 
胎児 
 750 mg/kg/日以上 
  胎児重量(同腹(litter)あたり)の減少 
  奇形を持つ胎児 (同腹あたり)の増加 
  骨格奇形を持つ胎児の増加 
 3,000 mg/kg/日 
  外形・内臓・骨格の奇形を持つ胎児の

増加 
母動物 NOAEL: 750 mg/kg/日 
胎児 LOAEL：750 mg/kg/日  

Price et al., 
1985 

マウス 
ICR雌 

25匹/群 
 
 

吸入 
(全身) 

妊娠6-15日 
6時間/日  

0、150、1,000、
2,500 mg/m3 

1,000 mg/m3 以上 
 母動物：体重増加抑制 
 胎児  ：骨格異常 (上腕骨骨化遅延、頬骨

弓)の発生 
 
NOAEL：母動物 胎児 150 mg/m3       

Tyl et al., 
1995a 

マウス 
ICR雌 

吸入 
(鼻部) 

 
 
 

妊娠6-15日 
6時間/日  

0、500、1,000、
2,500 mg/m3 

1,000 mg/m3 以上 
母動物：腎臓重量増加 

2,500 mg/m3 
 胎児：体重減少、口唇融合、骨格異常 (肋

骨癒着) 
NOAEL：母動物 500 mg/m3 
         胎児 1,000 mg/m3 

Tyl et al., 
1995b 
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動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

マウス 
ICR雌 

30匹/群 

経皮 妊娠6-15日 
 

0、404、1,677、
3,549 mg/kg/日

3,549 mg/kg/日  
 母動物：わずかな尿細管障害 
     体重増加亢進   
 胎児 ：頭蓋骨の不完全骨化 
     後肢中間指節骨の未骨化 
 (著者：これらの影響が投与による影響か

不明) 
 著者による NOAEL：母動物、児ともに

3,549 mg/kg/日  
 
 NOAEL：母動物､胎児 1,677 mg/kg/日（本

評価書の判断) 

Tyle, 1995c

ラット 
F344雌 
20匹/群 

 
 
 
 

経口 
(混餌) 

妊娠6-15日  0、40、200、
1,000 mg/kg/日
対照 
 妊娠 11 日目

ヒドロキシウ

レア 500 mg/kg/
日投与 
 

妊娠 21 日目に帝王切開 
 1,000 mg/kg/日 
   着床前の死増加 
  胎児骨格の形成の遅れ 
 

母動物毒性なし 
 
NOAEL：200 mg/kg/日 

Maronpot et 
al., 1983 

ラット 
SD雌 

22-25匹/群 

経口 
(強制) 

妊娠6-15日 0、150、500、
1,000、2,500 
mg/kg/日 

妊娠 21 日目に帝王切開 
1,000 mg/kg/日以上 
 母動物：体重減少 
 胎児：椎弓の欠損、過剰肋骨 
 
NOAEL：母動物：500 mg/kg/日 

胎児 ：500 mg/kg/日 

Neeper-Bradl
ey et al., 

1995  

ラット 
 

経口 
(強制) 

妊娠6-15日 0、253、638、
858 、 1,078 、

1,595 mg/kg/日

858 mg/kg/日：胎児の奇形発生 
1,078 mg/kg/日：明らかに胎児に奇形 

発生 
母動物毒性に関する記載なし。 

 
NOAEL：胎児 638 mg/kg/日  

Yin et al., 
1986 

ラット 
SD雌 

20匹/群 

経口 
(強制) 

妊娠6-15日 0、1,250、2,500
5,000 mg/kg/日

妊娠 17 日目剖検 
母動物 
 1,250 mg/kg/日以上 
  体重増加抑制 
 2,500 mg/kg/日以上 
  腎臓の相対重量増加、飲水量の増加 
 5,000 mg/kg/日 
  腎臓の相対重量の増加 
胎児 
 2,500 mg/kg/日以上 
  生存胎児(同腹(litter)あたり)の減少 
  胎児体重(同腹あたり)の減少 

奇形を持つ胎児 (同腹あたり) の増

加 
  奇形を持つ同腹の増加 
  骨格奇形を持つ胎児の増加 
 5,000 mg/kg/日 
  吸収胚 (同腹あたり) の増加 
  外形・内臓・骨格に奇形を持つ胎児

の増加 
母動物 LOAEL：1,250 mg/kg/日 
胎児 NOAEL：1,250 mg/kg/日  

Price et al, 
1985 
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動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

ラット 
SD雌 

25匹/群 

吸入 
(全身) 

妊娠6-15日 
6時間/日 

0、150、1,000、
2,500 mg/m3 

妊娠 21 日目開腹, 
 1,000 mg/m3 
  胎児：骨化遅延 

2,500 mg/m3 
   母動物：肝臓重量増加、摂餌量、摂水量

増加、体重増加 
  
 NOAEL：母動物 1,000 mg/m3 
           胎児  150 mg/m3 

Tyl et al., 
1995a 

ウサギ 
N Z W 
雌 

 

経口 
(強制) 

妊娠6-19日 
妊娠30日目に

剖検 

0、100、500、
1,000、2,000 
mg/kg/日 

 2,000 mg/kg/日 
  母動物：42%死亡 3 匹早産、１匹流産 
    シュウ酸塩沈着を含む腎臓障害 

胎児：各投与量とも影響なし 
NOAEL： 母動物：1,000 mg/kg/日 
          胎児：2,000 mg/kg/日以上 

Tyl et al., 
1993 

 

 

7.3.6 遺伝毒性 (表 7-4) 

バクテリアを用いた in vitro 復帰変異試験では、S9 添加の有無に関わらず、陰性であった。

酵母に対して突然変異及び異数性を誘発しなかった。マウスリンパ腫 L51784Y 細胞を用いた前

進変異試験、CHO 細胞による染色体異常試験及び姉妹染色分体交換試験でも、S9 添加の有無

に関わらず、陰性であった。ラット肝細胞、及び大腸菌の DNA 損傷試験も陰性であった。in vivo

の遺伝毒性試験においては、F344 ラット (F2 雄) に 155 日間、1,000 mg/kg まで投与した試験で

陰性であった。雄 Swiss マウスに 638 mg/kg を腹腔内に 2 日間投与し、骨髄細胞の染色体異常

をみた試験でも陰性であった。マウスに経口又は腹腔内投与で、赤血球の小核がわずかに増加

したが、用量依存性はなかった。これらの結果から、エチレングリコールは遺伝毒性を有さな

いと判断される。 

 

 表 7-4 エチレングリコールの遺伝毒性試験結果 

試験方法 使用細胞種・動物種 
結果 1) 

-S9  +S9
文献 

復帰変異試験 
 

バクテリア 
 (ネズミチフス菌、大腸菌) 

－   －

Clark et al., 1979; 
JETOC, 1996; 
McCann et al., 
1975; Pfeiffer & 
Dunkelberg, 1980; 
Zeiger et al., 1987 

遺伝子突然変

異 
酵母 

－   －

Griffiths, 
1979,1981、
Abbondandolo et 
al., 1980 

マウスリンパ腫 L51784 
－   －

McGregor et al., 
1991 

前進突然変異

試験 
マウスリンパ腫 L51784 ＋   Brown et al., 1980 

in vitro 

染色体異常試

験 
CHO 細胞 2) 

－   －
U.S.NTP, 1993 
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試験方法 使用細胞種・動物種 
結果 1) 

-S9  +S9
文献 

復帰変異試験 
 

バクテリア 
 (ネズミチフス菌、大腸菌) 

－   －

Clark et al., 1979; 
JETOC, 1996; 
McCann et al., 
1975; Pfeiffer & 
Dunkelberg, 1980; 
Zeiger et al., 1987 

姉妹染色分体

交換試験 
CHO 細胞 2) 

－   －
U.S.NTP, 1993 

ラット肝細胞 －   Storer et al., 1996 DNA 損傷性試

験 大腸菌 
－   

McCarroll et al., 
1981; von der 
Hude et al., 1988 

F344 ラット経口投与 
 － 

De Pass et al., 
1986b 

優性致死試験 

雄ラット後期精子細胞形成期に経

口投与 
＋ 

Barilyak and 
Kozachuk, 1985 

マウスに腹腔内投与後の骨髄細胞 － Conan et al., 1979 

ラットに経口投与後の骨髄細胞  
＋ 

Barilyak and 
Kozachuk, 1985 

染色体異常 

ショウジョウバエ 
－ 

Bhattacharya, 
1949 

in vivo 

小核試験 マウス、経口又は腹腔内投与 － Conan et al., 1979 

1) －: 陰性; ＋: 陽性  
2) CHO 細胞: チャイニーズハムスター卵巣細胞 

 

 

7.3.7 発がん性 (表 7-5、表 7-6) 

エチレングリコールの実験動物における発がん性については、マウス、ラットを用いた経口

投与試験、皮下投与試験が行われており、いずれの試験においても投与に関連した腫瘍の発生

はみられていない。 

IARC ではエチレングリコールの発がん性を評価していない。 

 

表 7-5 エチレングリコールの発がん性試験結果 
動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

マウス 
B6C3F1 
雌雄 
60匹/群 

経口 
(混餌) 

103週間 雄: 0、6,250、12,500、25,000 ppm 
( 0、1,500、3,000、6,000 mg/kg/
日相当) 

雌 0、12,500、25,500、50,000  
ppm (0、3,000、6,000、 

12,000 mg/kg/日相当) 

発がん性なし 

U.S. NTP, 
1993 

マウス 
ICR 雌雄 
80 匹/群 

経口

(混餌) 
2 年間 40、200、1,000 mg/kg/日 

 
発がん性なし De Pass 

et al., 
1986a 

ラット 
F344 雌雄 
130 匹/群 

経口

(混餌) 
2 年間 40、200、1,000 mg/kg/日 

 
発がん性なし De Pass 

et al., 
1986a 

マウス 皮下 106 週 0、3、10、30 mg/single dose 発がん性なし Dunkelb
erg, 
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動物種・性

別・週齢 
投与 
方法 投与期間 投与量 結    果 文献 

NMRI 
雌 100/群 
対照 200/
群 

マウスあたりの平均総投与量

が 2,110.5 mg に達するまで 
1987 

ラット 
F344 
雌雄各 10
～40/群 

皮下 52 週 
投与終了後観

察期間 6 か月 

0、30、100、300、1,000 mg/kg 
2 回/週  

発がん性なし Mason et 
al., 1971

 

 

表 7-6 国際機関等での発がん性評価   

機関/出典 分類 分類基準 

IARC (2005) ― 発がん性について評価されていない。 

ACGIH (2005) A4 ヒトに対して発がん性が分類できない物質 
日本産業衛生学会 
(2005) 

― 発がん性について評価されていない。 

U.S. EPA (2005) ― 発がん性について評価されていない。 
U.S. NTP (2005) ― 発がん性について評価されていない。 

 

 

7.4 ヒト健康への影響（まとめ） 

エチレングリコールはヒト及び動物で多量摂取されると中枢神経系に影響を及ぼす。ヒトの

致死量は、誤飲や飲料水への混入による死亡例から 1.56g/kg (大人で 111g/人) と推定される。

ヒト、ボランティアによる蒸気吸入暴露試験では、55 ppm で喉、及び上気道ヘ刺激があり、79 

ppm 以上では痛みが激しく耐えられなかったとの報告がある。ヒトの事例で感作性を示すとい

う報告はない。 

エチレングリコールの急性毒性値 (経口 LD50) は、マウスで 8,350 mg/kg、ラットで 4,000～

10,020 mg/kg、モルモットで 6,610 mg/kg、イヌで 7,350 mg/kg、ネコでは 1,650 mg/kg である。

経皮投与での LD50 は、ウサギで 10,600 mg/kg である。毒性症状としては、投与量に相関した中

枢神経抑制作用があり､多量投与では、昏睡、麻痺、運動失調を示し死に至る。 

皮膚刺激性については、ウサギ、モルモットを用いた試験で軽度（mild）の皮膚刺激性がみ

られている。眼刺激性については、ウサギの眼に対して永久的な角膜損傷はなく、ごく軽度の

結膜への刺激がみられている。 

調査した範囲内では、エチレングリコールの感作性に関する試験報告は得られていない。 

反復投与毒性については、経口ではマウス、ラット、ウサギに投与した試験が実施されてお

り、最小の NOAEL は、ラットに 2 年間投与した試験での雌雄の腎臓障害に基づく尿中シュウ

酸塩の結晶の排出を指標とした 40 mg/kg/日である。吸入による反復暴露試験については、

NOAEL を決定できる試験はなかった｡ 

生殖毒性は、高濃度投与でみられている。その NOAEL は、マウスにエチレングリコールを

含む水を 14 週間与えた試験での F1 胎児数、生存胎児数の減少及び頭蓋異常を指標とした 840 
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mg/kg/日である。発生毒性の最小の NOAEL は、ICR マウスに妊娠 6～15 日目に強制経口投与

した試験の椎弓及び肋骨の異常を指標とした 150 mg/kg/日であった。 

遺伝毒性については、in vitro では、バクテリアを用いた復帰変異試験で、S9 添加の有無に関

わらず、陰性であった。酵母に対して突然変異及び異数性を誘発しなかった。マウスリンパ腫

L51784Y 細胞を用いた前進変異試験、CHO 細胞による染色体異常試験及び姉妹染色分体交換試

験でも、S9 添加の有無に関わらず、陰性であった。ラット肝細胞、及び大腸菌の DNA 損傷試

験も陰性であった。in vivo の遺伝毒性試験においては、F344 ラット (F2 雄) に 155 日間、1,000 

mg/kg まで投与した試験で陰性であった。雄 Swiss マウスに 638 mg/kg を腹腔内に 2 日間投与し、

骨髄細胞の染色体異常をみた試験でも陰性であった。マウスに経口又は腹腔ない投与で、赤血

球の小核がわずかに増加したが、用量依存性はなかった。これらの結果から、エチレングリコ

ールは遺伝毒性を有さないと判断される。 

 発がん性に関する試験は、経口投与、皮下投与で実施されている。これらの試験では、いず

れも投与に関連した腫瘍の発生はみられていない。国際機関等での発がん性の評価は ACGIH 

(2002) のみが A4 (ヒトに対して発がん性が分類できない物質) と評価していた。IARC ではエ

チレングリコールの発がん性を評価していない。 
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